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1地学と切手1

スルツェイ

火山噴火切手

P.⑭.

アイスランドは中央大西洋海嶺の上にあって北海

道と九州を合わせたくらいの面積に約19万の人口が住

み全島カミほとんど熔岩からなり活火山も多い.

1963年から67年にかけて南の海深130mの所でN35叩

方向の300～400mの割れ目から噴火が起こり島がで

きた.これを記念して3枚1組多色刷の切手カミ1965年

6月23目に発行された.切手は噴火の始った63年11月

から64年4月64年9月の3枚である.

1963年11月14日の朝付近で操業していた漁船員が硫

黄の臭に気付き7時には船長が火山活動を確認した時

には黒煙が上っていた.煙はやカミて12,000フィｰトに

も上るようになり11時に火山学者のソラリンソンが到

着した時にはN35.E方向の1,000～1,300フィｰト離

れた2ヵ所から上っていた.島ば翌15日夜に生れた.

それから12月末まで噴火は間隔を次第に広げなカミら続

き島は次第に成長して行った.噴火は海底噴火に特

有な明神礁の噴火の形態をとり火山灰と水蒸気を放出

した.

島への最初の上陸は3人の生命知らずのフランス人

週刊紙パリマッチの特派員により12月6目行なわれた.

彼らは快速艇を利用し15分間の滞在に成功した.そこ

で政府は島に名前をつけることにたり委員会が組織され

神話の巨人SurturにちなんでSurtseyと命名された.

しかし付近の島ヴェストマン島の住民は島の命名権

は自分たちにあると考えV'esturey(酉の島)の名前を

つけ島に標識を建てようと!2月13目に上陸したが折か

らの爆発にあってようやく逃げ帰った.科学者の最初

の上陸は12月16同行なわれその際の岩石の分析から

SiO.46.5%のアノレカリ撤櫨石玄武岩であることが判明し

た.

12月29目スフレツェイの1.5マ

イノレ北東に820フィｰトの長さの

割れ目噴火カミあったが島ができ

るに至らなかった.

1964年1月は時折の噴火カミあり

月末には島の高さは570フィｰト

に達した.

2月2目に新しい火口が最初の

火口の西側にでき活発な活動を

始め最初の火口は休止した.

鳥は4月までに5,600フィｰトの長さに達した.2月

19目に7人の科学者が島の北酉岸に上陸したが数分しか

おられたかった.

4月4目熔岩の流出が始った.直径400フィｰト

の熔岩湖から秒速65フィｰトで流れ海に向って滝にな

って入って行った.4月22目に熔岩の流出は極限に達

し29目まで続いた.切手の1枚はこの時点を示して

いる.一時中断した熔岩流出は7月9目再開され65

年4月まで続いた.熔岩は数十の滝となって海に落ち

る･熔岩錐のスロｰプの裾野から地上に出たり海の

近くで出たりする.海岸の崖の下から出る熔岩流もあ

った.3枚目の切手はこの様子を現わしている.

65年5月22目に北東東の近くに水蒸気が上った.こ

の噴火は11月まで3回にわたって島を出没させた.島

はSyrthngur(小さいSurtur)と名付けられたがこ

の島は噴出物のSiO｡は最初のスノレツェイのそれより

も2%低かった.

12月26目から1マイノレ南西に別の島カミでき66年6月

まで6回出没をくり返した.

スノレツェイの噴火は期間の長さではアイスランド史

上2番目の長さになる.島には1964年4月にセスナが

着陸するようになりヘリコプタｰがしばしば訪れ65

年1月には双発機が着陸するようになった.アイスラ

ンド政府はこの島を動植物･地質についての科学的観察

の場とするため65年5月に聖域の宣言を行法いSurtsey

ResearchSOgietyカミ組織されSurtseyResearchProg-

ressRepOrtカミ逐年発行されている.

終局にはスノレツェイ島の面積は2.8たm2最高点173

m噴出物は約1.1km3うち0.7星m3はパホイホイ熔岩

流･ハイアロクラスタイト･枕状熔岩で0.4k皿竃は海水

との接触による水蒸気爆発の放出物である.

その後1973年には北東延長上のヴェストマン群島のヘ

イマエイ島で割れ目噴火が起こり住民カミ避難しなけれ

ばならない事態カミ生じたのはよく知られている.�


